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はじめに 

この度は在庫管理をご利用いただきありがとうございます。 

本ソフトウェアは在庫の入出庫、発注を基本に、受注出荷までを行うものです。 

※本説明書は開発途中のプログラムを元に制作されています。本説明書で使用している画像･表現は 

実際のプログラムとは異なる場合があります。 

※本ソフトウェアは予告無く変更される場合があります。 

なお、このプログラムを使用したことによって発生したいかなる損害についても、一切の責任を 

負わないものとします。 

動作には Microsoft Access2000 またはそれ以上のバージョンとそれが動作するパソコンが必要です。 

（Access がインストールされていない場合は同梱の AccessRuntime をインストールしてください。） 

動作確認は OS は Microsoft Windows2000 および WindowsXP 
アクセスは Access2000ServicePack3 および Access2003 で取られています。 

Microsoft,Windows は Microsoft Corporation の米国及びその他の国における商標です。 

本ソフトに関するお問合せ先 

有限会社アズイット E­Mail:info@asit­jp.com
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◆Access がインストールされていない場合（インストールされている場合は次の頁へ進んでください） 

・AccessRuntime をインストールします。（Access の実行環境を作ります） 

この AccessRuntime を実 

行し、Access の実行環境を 

作ってください



­ 4 ­ 

◆ソフトのインストール 

・所定のファイルを任意の場所にコピーします。 

zaiko.mde（プログラム部） 

在庫管理基本セット V100 操作説明書.pdf 
発注データシート.XLS 

３つとも同じフォルダにコピーすることをお勧めします。 

アンインストールはコピーしたファイルを削除するのみで OK です。 

この３ファイルを任意の場 

所にコピーしてください。
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◆ソフトウェアを立ち上げ（実行）します。 

Zaiko.mde を開いてソフトを立ち上げます。 

注）Access のバージョンによっては以下のようなメッセージが出る場合がありますが、 
[開く]をクリックしてください。 

メニュー画面が表示されます。 

各ボタンをクリックするとそれぞれの画面が開きます。 

タブ選択でメニューが切り替わります。 
[終了]をクリックすると、本プログラムは終了します。 

タブをクリックするとメニ 

ューが切り替わります。
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◆まずは会社情報を登録しましょう。 

メニューは環境タブにあります。 

会社情報を登録します。
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◆発注先を登録しましょう。 

メニューは発注タブにあります。 

ここで入力した内容は伝票等に反映されます。 

必要事項を入力し、登録します。 

新規の場合は、コードを入 

力します。 

修正の場合はコードを入力 

するか、担当者名をリスト 

から選択します。
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◆品目を登録しましょう。 

メニューは在庫タブにあります。 

品目と現在庫数等を登録します。 

在庫発注点は在庫数がこの数字を下回ると在庫補充としてあがってきます。
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◆在庫処理 

在庫関連のメニューは在庫タブにあります。
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【入庫処理】 

在庫数を＋（プラス）し、入庫票を発行します。 

（入庫票）
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【出庫処理】 

在庫数を－（マイナス）し、出庫票を発行します。 

（出庫票）
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【在庫照会】 

在庫の情報を参照します。 

【在庫詳細】 

在庫の詳細情報を表示します。 

表示したい在庫の品番を 

From,To で指定します。 

在庫の状況で絞り込めま 

す。 

行頭をクリックするとその行が反転し 

ます。その行でダブルクリックするとそ 

の品目の明細が表示されます。 

発注残がある場合はここに表示されま 

す。
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【棚卸リスト】 

在庫数を棚番順で印刷します。
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【在庫補充】 

在庫数が発注点を下回っているものを発注点に達する数量まで発注します。 

（発注書） 

発注先を指定すると発注先で絞り込め 

ます。 

発注数を変更することができます。
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【在庫受入】 

発注済みで未受入のものを表示し、受入処理を行います。 

受入を行うと入庫票を発行します。 

受入を行うものをチェックします。
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◆発注処理 

発注関連のメニューは発注タブにあります。
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【発注】 

発注処理を行います。 

発注を行うと発注書が出力されます。 

入荷時の受入は在庫メニューの在庫受入を使用します。
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◆受注処理 

受注関連のメニューは受注タブにあります。 

【顧客登録】 

顧客情報を登録します。
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【受注処理】 

顧客情報を登録します。 

受注処理を行うと出荷票を出力します。
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出荷票を出力すると同時に下のようなダイアログが出力されます。 

[OK]を選択すると下記のような現品票を発行します。 

＜テキストインポート＞ 

顧客コード、品名コード、数量、備考（省略可）のフォーマットで取り込むと受注データとして取り込まれま 

す。
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＜ファイルインポート＞ 
EXCEL シートをインポートすることもできます。添付の発注データシートを使用してください。 

（発注データシート）
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＜発注データシートについて＞ 

２シート目は品名マスタ 

になっています。 

品名コードはリスト 

ボックスから選択で 

きます。 

品名は２シート目の 

マスタから呼び出さ 

れます。


